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Rubicon の全長および C 末端ドメインを大量発現させるための pCold TF ベクターを、ヒートショック法により BL21-

CodonPlus(DE3)-RIP コンピテントセルに導入した。新型コロナウイルス感染症対策の緊急事態宣言が解除されて実験

が可能になり次第、大量発現を開始したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


